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＜連絡事項＞

· 今年度の行事担当者を決めていく。（納涼会、クリスマス忘年会、弥生祭）⇒後日検討予定。

＜外来情報＞

· 村上　元道様～昨日の昼食後薬を夕方に飲んだため、夕食後薬は時間をずらして飲んだと報告され

る。「２回目なので、気をつけようと思います。」とのこと。

· 庭野　弘樹様～調子はよいが、幸房の疲れが残っているとのこと。

· 番沢　政勝様～「バス券の更新に1人で行ってみることにした」と話される。

· 清水　泰雅様～変わりなく生活できているとのこと。

· 上川原　豊様～梅雨や地震の話題について話される。

· 鈴木　茂子様～本日採血施行している。２週間前から風邪をひいているとのこと。熱があった為、

鹿内内科受診し、薬ももらっているという。現在も咳は出ているという。

· 江刺家陽輝様～自転車で転倒した件について、骨のヒビはなく、打撲であったと報告あり。

また、母様より退院後から頭痛を訴える事多くなっており、その際には目つきの鋭さみられていると情報あり。
ジェイゾロフト処方止めとし、リスペリドン（１）0.5T⇒2Tへ増薬している。

· 種本　サハ様～「風が強くて、傘の骨が折れた」と話し、ずぶぬれの状態で外来受診されている。

· 下妻　康貴様～特に変わりないとのこと。「薬局での仕事がそろそろ終わる事から、1日通しての

仕事を探してみようかな。」と話されるため、ハローワークの利用を促している。

＜利用者様情報＞

· 森　彩子　様～本日、10時に本人より電話連絡あり、寝冷えして頭痛やだるさがあるとのこと。

鹿内内科を受診し、その後デイケアに行きたいと話されているが、天候不良もあり、体調が悪いなら欠席して様子を見てもいいこと説明。

また、昼過ぎに再度電話連絡あり、デイケアへ通所できなかったことや作業での革細工を思うように進められないことに対し、焦りや苛立ちを感じると話される。現状では駄目だと感じていることから、通所日を増やしたいとのこと。火曜日以外の曜日に来所した場合には、本人の苦手とする利用者様もいることを話すが、「会ってみないと分からない。怖いって思うかもしれないし、平気かもしれないし。」という。
内服薬を誤薬し、1日分不足していることから、今週金曜日に日赤病院受診予定とのこと。受診後にデイケアを試験的に利用してみたいとの希望あり、その際の様子をみることとしている。

· 田向　玲美様～昨日不正出血があったことや、ここ一ヶ月腹部のはりが気になるとの相談あり。定

期的に受けている子宮ガン検診にてレベルⅢと診断を受けていること、自身で調べた子宮ガンの症状と似ていることから、自分はガンなのではないかと不安な様子。似たような症状が出ることは他の病気であっても考えられる事から、自己判断しないよう説明。次回の検診予定が10月であることから、それまで様子をみることを提案すると、「そうします。」と納得されている。
また、交際相手が岩手の病院に入院していることについて、2週間電話連絡がないとのこと。自分から電話をしようと思うが、祖母に止められており、「病気の人と結婚するくらいなら、一生独身でもいい。」と言われているという。連絡を取りたいのであれば、相手の家族へ連絡をとって様子を尋ねたり、電話連絡が欲しいと伝言を依頼することを提案している。

· 村上　元道様～昨日の昼食後薬服用を忘れており、夕方にこちらからの声掛けにてデイケアへ戻っ

て服用。その際、夕食後薬の服用時間をずらすよう説明している。

· 川口　尚良様～6/27より、毎週金曜日もデイケア利用することとしている。ただし、毎月第３金

曜日は腎臓検査の為、欠席予定。
また、就労については、将来的には考えているが、現状ではまだ無理だと感じている様子で、「精神的に無理だと思います。デイケアに来る事で精一杯なので･･･。」と話される。主治医より幸房利用を提案されたが、本人としては乗り気ではない様子。「働くとしたら、一般就労でやりたい。」とのこと。周囲から指摘を受けることで、自身の考えが逆方向にいくと話すため、自分で考え、就労を意識し始めた際に、スタッフへ声を掛けることを提案すると、「自分のペースで考えてみます。」という。

・ 駒目　翔　様～荷物チェック時には、危険物のみ預かりとし、点検するスタッフは統一しない。

· 江刺家陽輝様～本日の外来での受け答えが、本人としては上手く出来なかったと感じている様子で、

デイナイトケアの中村様へ「デイに来れなくなるかもしれません。」と相談している。

· 中村与一郎様～江刺家様の相談を受け、自分からスタッフへ「陽輝君がこんな理由で悩んでいるみ

たいなんです。元気付けてあげてください。相談にのってあげてください。」と何度も話しにくることあり。江刺家様自身が相談しようと思うタイミングがあることを説明すると、「じゃ、あとでまた。」といい、その場を去っている。
また、職員人事について気にしており、「○○さんがいなくなったらどうしよう。新しい担当の人だとなぁ･･･。」と作業療法の時間であるにも関わらず、スタッフや他メンバーへ相談しており、落ち着きのない様子がみられる。
　⇒最近、落ち着きのなさがみられることを指摘し、本人に振り返っていただく。

· 前野　義勝様～以前幸房利用していたメンバーより、本人の体調管理や経済状況に関して指摘する

内容の手紙が一年ほど前から届いているとの相談あり。最近は手紙の頻度も月１回程度から週１回程度と頻回になっているという。相手に対し、自分の気持ちを伝えたいが、話し合いになると相手が一方的に話す為、自分の気持ちを伝える事が困難とのこと。そのような場合には、当人同士で話すのではなく、第三者として職員を交える事を提案すると納得。今後、電話等で同様のことがあった場合に自分の気持ちを伝え、それでも相手に理解してもらえなかった場合には、再度職員へ相談し、対応策を検討することとしている。
また、21日の就寝前薬と22日の朝食後薬を飲み忘れたとの報告あり。「風邪薬を飲んだらボーッとしてて、飲み忘れたんだよ。」と話す為、次回外来時に主治医へ報告するよう説明している。










